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一

1

レ

周

奪

交

付

蹴

倒

ン

穴

い

山

間

同

つ

周

ル

黍

一

油
消
ハ

m
ニ

、

ド

ニ

カ

桜

一

門

家

行

大

定

ト

祭

を

然

慌

時

措

鯛

タ

J

川

川

療

品

思

乗

ド

何

一

パ

}

や

安

打

者

寺

い

と

そ

れ

ぞ

れ

の

立

山

瑚

ー

、

激

〈

、

歩

(

推

が

く

統

的

〈

を

{

ダ

カ

を

。

〈

ン

。

…

に

な

っ

た

話

し

合

い

走

行

い

、

必

殺

し

出μ
絡

の

臼

〉

謝

寸

抗

出

に

者

日

送

的

関

る

を

日

婦

問

突

日

ハ

災

明ω
円

行

~

一

品

川

山

滋

ず

後

行

路

将

司

や

り

京

総

叩

時

前

半

日

向

日

山

田

掛

川

時

す

キ

お

注

中

関

村

山

め

激

一

会

う

こ

と

が

必

療

で

す

9

月

進

、

月

げ

れ

鈎

丹

滋

ず

月

折

脳

出

向

け

帥

鞠

一

一

潟

市

間

歩

月

間

丹

孫

一

月

方

に

黙

と

に

一

み

ん

な

の

カ

で

、

死

ん

し

前

世

絞

多

発

市

約

V

3
ぬ

き

4

で

れ

6
右

淡

品

一

一

の

6
H月
の

Q
u
i
p

悼
し

9
総

選

閉

山

め

校

一

験

動

明

品

嚇

職

説

明

器

畿

勢

謙

二

汚

名

後

一

一

空

し

ま

し

ょ

う

。

U まタ提毛主持抜 Eごと f誰か 9 :説 示l
ド互主主季五護費芸品 ?iA急 4r黒
人 こ け も . :i牛のが 1は ?2:j 場人医科
ι て従事千数 i量 発 人 11 ‘人 位竺竺i

均時じり、き515z-刊行主調
的‘ 2曽は機議たの織の Ri 3 るら望~J
警護望土管室fz誉主選;へヲ死 1，1 r説|
数ずをかでも !tIニて L事人者人広コ

必 然 4 い物事官な、と故伶Fl人暮ゐ
はし 11ま摘しり交?にこ: 支1

]4 、で人す事止ま滋告よ的自 4
λ 人いと何故事す;要まんる ]0へ月
綾も Jしよ液ぬそる運転う内害 ス京都 で
迫 軍 事 を く 終 土 れ の の こ 患 者 多 ムト)市
犠ぷ 1 整重縁状主鹿だで霊長1:: f主、故 時i3 で中

i葬るべ J父、けすくで者綾の 泌{立はウ

q警主Wl3<'予 Et芸etf喜字 表z震よ芳
三次干護霊長号表雲 t品tf重重子ギ主奇
心よ。を語1，がまと人ろ市、区臨終 s衰位上
もくしもと主け伶もがんのほ立~華主まじ J の

2モfJiz4Y護再選 iZ立春 E吉孝章
みえ二、ハ事きl¥'.悲しを者どはつのしでん i

主主いン jjflは知すてメ!主とが、 たワ 13 9 
え凝っ1-'に、らそいるい市加 。 i 然 9

交通死亡事故発生場所

11手舎の交通死亡事故は

このようにして起きた。

U
M

件
の
部
叫
ん
と
世
事
裁
の
同
時
と
ん
ど
が
市
内

rぷ
欽
。
日
件
の
フ
ち
、
半
数
合
的
削
え

の
人
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
る
6
件
の
事
故
に
一
⑤
糾
柏
市
甲
が
総
民
間
L
r

そ
ん
な

H

繍
れ
の
織
し
ち
勾
を
あ
V!?れ
い
ま
す
。
一
一
輪
車
単
独
創
瀞
殺
は
2
然
、

し

て

い

ま

す

。

乗

間

川

事

出

γ
-
P
し
1汐
i
と
の
捕
問
委
事
裁

一

一

給

率

の

か

ら

む

は

4

終

で

、

S
件
一
は
一
一
輪
車
町
ラ
イ
グ

事
故
は
約
半
数
ー
が
死
A
L
l
y
、
い
ま
す
。
一
線
患
を
晴
雄

次
に
昆
立
つ
の
は
…
一
緒
感
じ
よ
る
死
紙
、
F
る
人
は
、
全
身
が
す
っ
か
り
外
山
静

に
さ
ら
さ
れ
開
問
問
孫
。
そ
れ
だ
け
に
ひ

と
つ
間
添
え
ば
命
絞
り
に
な
り
か
ね
ま

分
ん

c

φ

φ

輪
車
に
乗
る
人
辻
、
自
動
車

約
ド
ラ
イ
バ
ー
以
上
に
係
議
式
協
議
総
奇

心
が
け
る
必
要
が
あ
る
?
し
よ
う
。

市内3(;1通事主主祭主主状況

善幸7Fl30日(二輪向転家〉
二;級車が自転車(1)"お燃を遂

除けようと Lて2皇雪塁。

も
し
シ
:
ト
ベ

締
め
て
い
た
ら
・
.. 

実
例
か
ら
み
る
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
効
祭

も
し
、
為
的
帥
ザ
ン
i
ト
ベ
ル
ト
下
敷
き
に
な
り
鰯
機
怜
殺
で
従
じ
。

さ
え
締
め
て
い
れ
ば
;
z
n
u
件
の
滋
に
、
シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
緩
め

死
亡
事
的
の
う
ち
、
Z
H
H
に
あ
伎
で
い
と
お
か
げ
で
軽
傷
で
す
ん
だ

て
発
生
し
た
事
情
叫
と
時
間
円
い
い
ぴ
衿
と
い
一
フ
事
故
も
、
市
内
で
実
際
に

で
発
品
工
し
み
ん
事
政
は
宅
シ
e
8
5
9
2
?
ベ
発
生
し
て
い
ま
す
。
ン
l
ト
ベ
ル

ル
ト
る
も
斜
線
し
ど
い
れ
ば
死
亡
せ
ト
は
、
事
政
的
側
怖
い
い
仰
門
よ
り
も
右

い
す
円
い
す
ん
だ
単
位
で
す
。
品
川
な
命
綱
。
務
総
は
A
r
や
運
転
操

〈
2
n月
初
密
、
奈
佐
・
青
山
総
V

K

仲
め
ひ
と
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
川
町

ス
ピ
ー
ド
を
お
し
過
ぎ
れ
ハ
ン
ド
ル
仁
銘
ヒ
て
む
く
べ
き
?
L
ょ
う
伶

掠
作
を
絞
っ
て
れ
は
ト
ゑ
ぞ
い
紅
海
。
総

務

警

が

ン

!

?

ベ

ル

ト

義

的

肝

ど

い

な

か

っ

と

た

め

、

車

外

に

投

布

ぱ

村

総

会

れ

脳

挫

日

削

で

従

亡

。

留

〈
閉
山
尾
山
間
泊
、
価
問
闘
い
耕
附
問
診
務
総
務一戸

下
線
v
m閉
じ

く

潟

泌

哨

即

日

戦

守

れ

ン

緩

ド

ル

綴

伶

会

議

ヮ

、

活

校

に

半

前

突

日
M

m
v
?え
本

間

に

機

転

。

シ

ー

ト

ベ

江

川

ル

ト

を

絡

め

て

い

在

か

B

た

附

川

静

明

者

が

車

外

に

佼

げ

お

さ

れ

、

阜

の

@

.2 Fi20認 識佐・予雪山線
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12月1日(岡市民会館
手賀i選期辺で予寄った民俗芸能

と日本古来のお磯子を心ゆく

までご堪能ください。

之tf) vr 

、31h
v議
乙

夜一叫

本
経
路
日
と
哨
村
口
hu
宮、

中
央
公
M

刊
紙
で
品
思
議
ま
つ
り

農
業
部
門
が
間
間
後
お
れ
ま
す
一

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
政
叫
判

長
総
泌
な
お
後
日
献
で
奴
売
い

た
し
ま
す
α

家
附
腕
そ
ろ
っ
て

こ
来
場
く
だ
会
い
。

(3)ぬ 紘 11.16 

必
ず
鈴
掛
酬
の
縦
十
ん
が
絞
っ
た
民
M
堅
苦
然
、

V
問
時
以
口
付
1
門
口
(
日
〉
午
後
1
時
か
退
治
を
数
総
ず
る
。
人
制
点
叫
触
れ
た
山
奥
*
翁
除
機
器
・

6
ょ
っ
と
こ
陸
高
位
行

ふ
る
さ
と
窓
織
の
な
か
か
ら
符
ん
だ
け
z

ら

に

住

む

老

夫

錦

、

こ

れ

ま

で

次

?

と

線

内

神

社

の

日

常

誌

を

よ

り

滋

火

い

い

と

逸

見

守ズぞス守、〈
封
絞
九
お
い
勺o
次ふかぞかぞ句勺次へ

ι吋凶
倒
ど
込
ら
勺
れ
世
wv山
硲
桝
幾
淡
あ
び
ニ
ふ
る
き
と
会
、
布
佐
針
を
榔
綴
滑

rて下吻
:i;-;i:f:;-:ら.、δ

欠か付佼ぜ恥子一在在い存咋復住
c

五
裟
子
、
大
黒
梯
然ぺ

る幅舞押山命悶ド
ιい帥滋恥
7?，
々
与
の
れ
、
帥
略
吋
の
た
つ
の
も
尚
曜
世
千
ひ
よ
つ
と
ニ
糊
綴
鴨
1

中役口一戸炉はや
L
逮牟あぴ一二芸恥ぞ降品串叩守噌る令荘と余
i

掛
潟
糊
北
ま
つ
り
も
と
き
の
脚
鋒
榔
、
叩
光
火
W狐
仙
の
恥
鋒
鱒
会
ど
を
披
露
。

忠

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

中

、

潟

北

ま

つ

り

笈

笈

孫

子

子

供

実

愛

好

会

様

子

受

葉

会

こ

ふ

る

笹

本

滋

雲

霊

意

義

タ

器

、

終
に
今
年
は
、
ふ
る
さ
と
の
台
機
チ
波
間
即
位
神
帯
性
中
(
由
州
諸
問
町
浦
添
)
と
会
は
火
修
祭
で
む
な
じ
み
。

6
年制削

mw川
開
軒
町
一
硝
郊
に
伝
承
お
り
れ
る
神
秒
。
ぬ

京
協
畑
返
し
よ
う
と

t
る
み
び
こ
ふ
る
s
g
w
v
ゲ
λ
ト
官
邸
娯
以
純
子
、
東
杭
竺
に
総
出
明
怒
れ
と
綴
北
の
曜
子
子
供
会
と
誌
で
は
日
九
一
綴
紳
粂
」
と
呼
ば
れ
制
械

と
会
と
、
判
例
必
本
つ
れ
ワ
緩
好
会
の
争
K

T

V

入

場

無

料

と

も

に

、

絵

…

刊

は

や

し

、

山

側

I
U、
仁
し
ま
れ
で
い
る
お
淡
問
刊
は
恵
比
薄
「
蛭

争
責
に
よ
る
お
磯
子
の
災
泌
が
兇
も
の
包
帯
主
催
数
脊
委
H
H
会
刑
判
{
に
ん
ば
)
な
ど
長
品
納
じ
る
。
チ
〉
相
伴
、
鍛
υ

掃
の
舞
金
ど
。

ま
た
、
舞
ム
刊
に
叫
時
打
口
嵐
山
岳
民
が
市
付
議
さ
れ
、

V
附
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
議

ゲ
ス
ト
の
ふ
八
滋
笈
入
、
京
総
一
さ
λ
の

惜

{

目

出

〉

3
5
1
1

大
道
芸
が
披
援
さ
れ
る
の
も
終
め
が
せ

出
演
者
と
渓
爵
紹
介

な
い
け
と
つ
で
す
。
こ
の
ほ
か
の
ゲ
ス

?
に
は
、
ぷ
符
蛸
酬
い
な
ど
の
と
y
?
で
知
*
議
日
戸
一
一
時
や
し
鴇
等

2
5
0
年
前
か

ら
れ
る
子
議
ω時
十
一
議
ん
を
お
綴
え
し
ま
ち
土
問
戸
均
総
に
必
訴
さ
れ
で
き
た
堅
持

し
た
e

議
。
今
年
時
神
楽
録
、
大
紋
〈
お
ろ
九
)

小学生心主主ら大人まで参加は臨由

市
内
3
か
所
か
ら
五
本
総
公
綴
へ
の
一
フ
リ

i
に

参
総
し
て
み
ヰ
ホ
ゼ
ん
庁
。
ル
i
ル
は
線
路
に
従

い
多
く
だ
け
の
鎗
単
な
る
の
町
~
手
掛
快
か
ら
大
人

の
方
ま
で
出
岡
市
加
に
ど
参
加
く
だ
ざ
い
。

軍
参
加
資
総

出
・
午
生
、
お
絞
生
、
大
詐
生
か
ら

の
恥
刀
ま
?
ど
な
た
で
も
2
1
3
人
1
総

で
お
申
し
込
み
く
戸
い
お
い
。

V
申
込
芝
山
ハ
ガ
キ
に
器
禁
偽

申

し

込

み

試

日

月

詑

日

ま

で

に

長

々

氏

名

、

電

話

号

、

基

コ
ー
ス
、
ず
却
や
ま
と
は
年
齢
(
代
表
者
に

国

際

室

し

ま

襲

撃

の

一

警

は

も

2
2コ
ン
ザ
ー
や
大
ゲ
ー
ム

0
8
を
記
入
し
宅
立
紛
れ
議
開

L
で
、
市
内
3
高

か

ら

き

て

ス

大

会

高

崎

出

し

ま

す

。

高

)

ま

で

に

校

孫

子

1
6
8
4警

ア
ィ
パ
ル
の
い
行
わ
れ
る
五
本
総
公
同
闘
い
市
災
総
岡
山
M

刃
8
H
U
(
口

)

殺

伐

令

U
廷
判
教
担
問
諜
ま
で
中
L
リ
詩
人
ヤ

向
け
て
一
一
フ
ヮ
ー
を
行
い
ま
す
。

V
集
会
場
所
・
ス
タ
ー
ト
時
隣
く
尽
き
い
。
森
山
卵
は
無
料
で
す
。

ル
i
uル
は
い
た
っ
て
縮
問
副
都
心
刀
?
地
*
我
孫
子
コ
2
ス
市
役
昨
絞
旗
揚
z

w

v
問
い
合
わ
せ
間
関
例
制
符
年
キ
ぷ
止
市
弔

問

率

引

が

し

た

方

向

や

霊

長

っ

て

午

後

0
時
間
分
ス
タ
ー
ト
祭
実
行
吾
長
会
事
務
局
基
教
義

主
織
に
務
く
だ
け
判
、
す
。
初
め
て
m
り
み
*
世
大
波
(
合
3
1
ス
一
十
八
王
ム
H
話

回

公

開

闘

世

(

部

)
1
5
1
2

主
た
も
ベ
一
ア
ラ
ン
の
ゐ
な
た
も
、
潟
市
門
下

wfe町
二
見
料

お
般
か
ら
五
本
松
公
樹
削
め
謀
L
て

ラ

ワ

討

レ

俺

4
N
r
h

i
い
い
務
線
上
て
み
ま
せ
ん
か
。

v
p
f
/

な

お

ミ

ー

に

ま

っ

て

、

妻

チ

示

fr~

?

ス

言

葉

で

あ

る

必

後

経

r

は
、
午
時
制
ov
時
吋
泊
分
ム
ザ
ち
4
iプ
ニ
ン

グ
制
山
品
必
れ
村
山
ゆ
と
し
て
「
青
年
の
主
張
夫

人
官
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
う
リ
!
の
到

法
絵
五
本
怯
公
同
闘
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

怖
い
の
は
「
消
し
た
つ
も
り
」
と
「
暫
え
た
は
ず
」

11 R16~17~ 
中央公民館

秋
の
火
災
予
防
護
勤

日
/
訪

i
ロ
/

2

び
、
飲
火
、
一
大
ぷ
ち
品
酬
の
不
始
事
(
州
知

け
お
れ
)
、
た
ば
こ
の
殺
げ
捨
て
主
と

が
十
点
在
火
災
対
出
掛
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
料
付
加
川
口
~
火
)
か
ら
ロ
月
2
日
(
同
月
)
ぶ
れ
か
ら
ま
F
ま
す
究
、
く
な
る
け
い
つ

ま
で
の
一
蹴
倒
、
念
総
…
符
に
款
の
火
れ
て
、
お
淡
(
ガ
ス
}
ス
ト
i
ブ
、
電

災
予
防
巡
務
が
綴
開
問
診
れ
ま
す
む
気
コ
タ

y
告
ど
峨
総
務
終
が
間
部
内
と
な
一

こ
れ
か
ら
は
空
気
も
非
滋
に
絞
殺
し
、
る
火
災
が
詞
立
っ
て
多
く
去
り
ま
す
。

火
災
が
校
生
し
や
す
い
り
季
に
な
り
ま
即
時
泌
総
終
は
予
入
れ
と
点
検
の
ゆ
き
総

す
。
今
ザ
2
尽
か
ら
日
月
ま
で
の
市
内
い
九
九
も
的
を
使
紛
し
、
安
全
な
使
い
方

弘
火
災
発
生
件
数
は
必
件
付
ρ

品
い
か
わ
ら
長
j
る
よ
う
指
い
い
心
地
問
け
、
火
災
経
生

つ
問
え
宅
問
の
不
始
末
、
子
供
の
火
線
カ
防
止
に
努
め
ま
L
ょ
う
。

は
お

1
1
分

も
十

災
は

火
C

L

L

 

し

組

組

ろ
の

燐
火

ヱ
湖
北
コ
ー
ス

な
-

全
…
ι

喰

m

j

-
缶
約

出
関
…
品

灯
油
l

べんのものを

249 

ag 

錨
醸

婿
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。z

こ
れ
か
ら
約
受
J
1
7

皇
3
ま

融

醐

嚇

縫
で
は
灯
リ
抽
品
誌
帰
後
半
叫
欠

η

好
議

a闘
闘
阻

誌
は
や
は
り
安
全
廷
の
…
向
い
も
め
を
後

い
た
い
も
の
?
す
。
そ
こ
で
げ
安
弁
護
で
く
ど
き
こ
の
ラ
ベ
ル
は
、

j

る
の
が
必
ぬ
が
ま
た
は
極
経
・
認

i
s絞
務
に
も
燃
ザ
し
て
い
ま
す
)

定
」
の
ラ
ベ
ル
。
お
は
な
る
べ
く
こ
の
干
潟
い
合
わ
廿
泌
が
間
本
初
予
防
法

ル

の

総

つ

で

あ

る

も

の

を

品

問

問

し

宮

{

制

)
0
1
1
θ

品、
海邦)

3イ牛

品
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調

円

減

捻

挙

察

は

お

殺

到

や

子

致

事

こ

向

江

妥

糊

慨

に

対

ど
の
一
的
融
閉
じ
も
大
き
く
役
ぶ
っ
て
い
ま
ジ
'
h

中
上
し
、
門
口
品
市
り
の

す
α

こ

れ

ら

義

援

問

出

緊

急

ち

な

会

パ

ス

旅

行

主

務

れ

た

資

言

、

主

義

装

警

に

行

治

り

な

ど

的

義

援

盟

主

、

団

体

に

は

空

会

が

表

接

出

制

ぷ

。

子

鉄

会

が

な

わ
れ
ま
す

0
2に
ま

ち

議

室

司

祭

い

の

で

、

革

連

と
殺
帯
数
に
終
ヒ
て
純
情
綴
食
が
支
払
わ
滋
均
一
一
の
た
め
に
夏
然
み

れ

ま

す

。

ロ

同

(

の

ラ

ジ

オ

体

織

的

資
綴
同
州
収
に
よ
る
収
総
念
的
品
問
い
返
品
潮
市
品
代
日
い
も
滋
て
て
い
ま
す
。
野
上
A
習

は
各
自
体
そ
れ
ぞ
れ
。
泉
自
治
会
と
縦
長
は
「
持
い
い
翁
新
聞
閉
ま
ど
指
紋
綴
叫
悼
す
品

我
綴
チ
ω安
委
主
の
期
間
金
総
介
し
ま
す
。
〈
絞
れ
る
の
で
、
友
ん
ど
ん
協
力
し
て

警

告

行

う

も

の

で

、

高

警

い

た

だ

か

な

け

れ

ば

。

今

後

も

装

化

町

村

に

先

が

け

て

鈴

め

ら

れ

ま

し

た

今

務

濃

い

い

カ

を

入

れ

る

と

と

も

に

、

相

抗

議

そ

の

後

、

資

源

化

議

殺

は

市

民

の

皆

さ

金

は

皆

怠

ん

の

た

め

じ

さ

ら

に

脊

絞

殺

人

的

ご

協

カ

い

い

よ

り

、

滋

凋

に

滋

ん

で

に

品

開

っ

て

い

き

た

い

で

す

ね

L

い
ま
タ
。

あ
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自
重
複
に
計

上
し
、
昨
日
織
り
旅

行
や
祭
礼
、
ク
リ

;
ン
作
絞
め
滋
鋭

授
に
潔
て
る
と
と

も
に
、

3
つ
の
子

供
会
と
総
人
ク
ラ

ブ
に
勧
成
金
喪
中
文

品
以
一
一

札

会
釘

治

チ
℃
由
悶

こ

区

会

漆
供
問
問

子
一
吋

絵
L
T
い
ま
す
。

ぷ
の
た
め
子
捗
会
で
も
遼
E
A
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
に
」
大
助
か
り
。

、
，
ま
た
、
年
4
印
刷
先
行
す
る
「
東
北
情
孫

ιれ
で
ぽ
居
間
い
り
い
に
も
、
収
入
制
酬
を
懇
琴

別

γゆ
か
た
わ
告
、
重
へ
の
警
高
が

か
け
て
い
ま
す

G

i
l
l
!
;

あ

緩
和
関
与
1
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
京

の
資
源
化
期
議
も
、
あ
と
わ
ヂ
か
で
滋

5
織
を
拙
唱
え
ま
す
。

こ
の
事
裁
は
、
泌
氏
と
行
政
と
が
一

体
主
告
〉
で
炎
謝
障
の
百
円
山
判
州
問
、
ゴ
ミ
の

ぞ型
恥w

v: 
噌

』

識
と
花
を

J

も
つ
か
ど
多
く

鰻
1
悶
我
孫
子
市
植
木
ま
つ
り

問
阿
部
門
口
と
幻

8
の
関
段
、
手
持
戸
沼
田
容
な
ど

ιよ
る
時
間
木
や
総
絞
の
郎
売
会
、

公
蛸
蹴
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
仲
抗
議
で
、
第
1
開
閉
凶
樹
祭
紹
絞
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
や
チ
コ
j
リ

我
認
智
子
市
紙
本
ま
つ
り
(
宇
部
協
・
殺
孫

y
プ
寺
ど
の
球
援
の
籍
料
総
務
が
行
わ

子
市
中
)
が
催
さ
れ
、
紋
紛
れ
丹
下
、
多
れ
ま
し
た
。

鮎
魁
の
家
族
淡
れ
?
に
ぎ
わ
い
ま
し
ょ
心
。
ま
た
紛
れ
た
皆
さ
ん
ド
い
は
終
的
ア
ン

総
本
ま
つ

ηは
、
総
し
f
品
開
を
増
や
し
、
ケ
i
ト
在
。
日
開
の
イ
メ
;
ジ
と
し
で
、

や
す
も
ど
σ
の
前
町
づ
く
り
を
進
め
r
か
う
と
「
や
み
歩
合
懇
」
吋
き
わ
や
か
さ
ん
ぷ
古

品
開
め
ら
れ
た
も
の
で
、
市
内
的
諦
笛
業
札
引
い
「
殺
か
さ
ん
告
と
を
あ
げ
る
方
が

事

〈

、

「

絡

を

も

と

第
持
関
東
葛
駅
結

荻
背
骨
地
反
6
筋
立
町
の
全
訂
中
山
本
絞
め
た
。
と
に
か
く
総
持
益
は
m
w
絞
や
h
f

を
集
め
て
、
刊
日
付
記
品
目
に
行
わ
れ
た
第

yγ
だ
Ju幽
い
う
」
と
臨
相
同
州
最
数
禅
師
。

判
判
的
東
葛
釈
伝
千
、
内
村
山
ω中
が
好
記
録

で
4
年
ぶ
り
2
滋
自
の
径
約
」
産
取
た
し

ま
し
及
。
ま
た
殺
係
予
や
も
3
位
に
食

い
込
む
後
絡
を
み
せ
ま
し
た
合

務
閥
的
コ
ー
ス
は
齢
訓
州
側
ゃ
巾
か
ら
松
-
F

務
ま
で
の
崎
町
航
機
却
・

7
t
J
M
O
綴
織

に
見
守
ら
し
れ
な
が
ら
ス
タ
2
争
世
ら
激

し
い
絞
り
合
い
が
絞
き
ま
し
た
。

ム
続
出
巾
は
I
W也で
9
伎
と
川
町
内
開
設
に

付
け
る
と
、

zw出
?
5
役
、

4
区
F
2

位
と
下
町
刊
絞
殺
り
の
活
縁
。
ァ
附
仇
ム
V
G

M

湘
訟
の
議
衛
合
級
学
ゆ
と
ト
ッ
プ
争
い
0

8
豆
、
員
長
念
、
最
終
阪
で
議

疫
学
が
ス
パ

i
ト
し
、
開
鵬
験
中
に
お
紗

の
設
を
つ
け
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
時
総
は

1
待
機
持
分
お
秒
で
、
中
市
与
の
僚
務
タ

{
ム
を
2
分
山
崎
紗
緩
め
ま
し
た
@

h

目
的
中
的
合
鋭
敏
督
沖
地
1
会
問
問
-
レ
ベ

ル
的
選
手
は
い
辛
か
っ
た
が
、
全
員
、

ベ
ス
ト
コ
シ
ヂ
4
~ン
ョ
ン
で
総
合
に
賎

開
品
料
、
決
ひ
た
て
、
害
対
芸
雪

作伯尚踊・

-
e

を
テ
i
叩
に
い
山
月
幻
日
か
い
わ

十
市
田
袋
詰
綴
次
ひ
中
央
八
合
後
千
倒
閣
さ
れ

て
き
た
祭
器
凶
原
文
化
祭
事
司
あ
と
れ
凶
付

幻
自
の
持
品
柄
大
会
を
時
間
す
だ
け
と
な
り
続
本
総
明
文
化
祭
実
行
委
鈎
滋
は
£

ま

し

た

。

体

に

す

ば

ら

し

く

綴

り

上

が

っ

て

い

ま

事
総
省
は
3
0
0
0
λ
に
も
〈
紛
れ
す
。
ど
め
会
総
も
目
見
せ
る
側
聞
と
倒
見
品
開

止
兇
殺
容
を
伊

4
1
総
た
縫
宗
や
姦
と
が
…
枕
w
b
m
生
っ
て
い
る
の
が
い
い
で

務
保
L
、
大
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
す
ね
。
参
泌
殺
の
レ
ベ
ル
も
年
々
、
上

織
で
は
必
録
制
の
秋
仰
築
っ
織
り
で
し
と
。
一
が
3

て
い
号
よ
う
に
問
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

総
務
客
の
中
氏
は
そ
の
壌
で
、
お
っ
そ
慾
自
の
成
号
機
わ
れ
て
い
ま
ず
い

く
入
会
務
制
調
査
部
す
方
も
。
時
制
緩
ま
詠
っ
て
い
ま
し
と
。

盛
況
、
第
話
回
市
文
化
祭

レ
六
ル
吟
設
な
い

本庁舎、消防庁舎、
学袋、 I官蛍詮滋ほか

127万9863rrl

録中小:&袋容量主著者事象

1M寄金ほか

679万1000丙

議

建 物
O 

止
。
ど
家
一
昨
叫
の
同
組
本
的
数
γ
い

つ
い
て
は
、

L
A
小
そ
れ
ぞ
れ

5
本
以
ド
が
多
数
安
治
め
ま

し
と
が
、
地
域
い
い
よ
フ
て
は

日
本
抽
出
弘
ど
し
た
方
が
多
い

と
w

〕
ろ
も
£
り
ま
し
た
む

主
台
、
会
均
に
設
援
し
と

必
勝
の
基
金
L

仁
拭

l
U
3

2
8
2町
内
が
寄
せ
勺
れ
ま
し

た。安
い
植
本
や
花
に
人
気

の
緩
本
ま
つ
り

土

{国保事業を念行)

17穣3608万8000丹

i 物 ~(1事前)

33説

話γ
26態6154万2000符

穣3主義金のうち

財政調設基金

運用基金
修学資金貸待通事念、
書道綴疲3襲撃を爽fすまま余
iまか

2407万7000fIl

書~673号

ヤ
喜
び
の
岳
山
中
の
描
殺
さ
ん



入
慨
を
設
け
る
岳
ど
家
総
脇
総
理
の
ヱ
失
に
使
用
に
た
え
な
い
摘
絞
め
あ
っ
た
と

を
す
る
。
ま
た
焼
以
抑
制
ベ
の
と
務
に
カ
曹
は
、
ま
ず
綴
剥
脱
会
社
と
結
L
合
う
。

i
ド
の
資
臓
の
チ
エ
y
ク
も
忘
れ
ず
に
。
話
し
合
い
に
硲
と
な
い
均
台
や
尉
刑
務

t

間
ク
レ
ン
y
ト
の
支
弘
い
は
、
仏
え
る
問
問
ぜ
い
る
と
き
は
俗
間
以
会
社
に
対
L
支
払

療
を
決
め
、
縫
い
漁
ν
窓
会
い
よ
う
に
。
い
ま
沈
め
る
事
が
で
き
亨
(
絞
弁
俄

τ

曹』
H
U
d
p
hこ
?

を

語

、

盤

、

主

宰

J
g
γ
岬口

3
1
1ド

・

・

動

防

ク

レ

ジ

y

ト

て

資

い

約

を

し

、

契

約

い

ず

れ

に

せ

よ

、

と

リ

ン

ッ

ト

?

高
時

z
f手
自
再
訪
語
体
存
陪

t
V
4
l
必
定
説
臨
み
s
q
ト
L
H

・
・
・
・
季
最
2
1
5左
足
、
機
主
義
量
減
、
縫
い
み
を
絞
れ
ば
、

金
夜
市
叩
繍
州
問
、
割
賦
夜
祭
偽
仲
間
、
月
々
社
会
的
印
刷
附
?
を
失
う
こ
と
に
も
カ
ゆ
り
か

鐙
リ
ポ
ル
ピ
ン
H
i方
式
出
掛
等
に
一
定
支
仏
い
総
績
を
見
落
と
し
が
お
に
な
る
。
め
党
払
い
額
な
と
の
金
裁
の
億
総
を
羽
田
ね
ま
せ
ん
。
子
総
さ
に
つ
も
れ
て
量
一
計

寝
食
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
く
て
も
‘
サ
イ
ン
ひ
と
つ
で
紡
お
や
サ
!
ピ
ス
が
鱗
入
で
嘗
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
時
間
清
輝
唆
(
凶
万
今
ふ
っ
小
山
万
程
度
)
似
八
万
制
打
払
い
の
も
の
は
苧
数
料
を
払
わ
捜
づ
け
る
。
盛
に
日
判
開
削
す
る
ニ
C
は
や
め
ま
し
ょ
う

G

カ
ー
ド
廷
使
紛
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
、
般
市
は
で
は
多
く
の
分
前
封
で
カ
ー
ド
が
発
汗
さ
れ
、
そ
れ
に
体
う
ト
ラ

を
い
す
へ
そ
の
枠
内
で
的
防
で
も
カ
!
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぺ
引
ク
レ
ジ
y
p
p
p
判
闘
い
絡
を
し
と
商
品
ザ
筒
い
合
わ
せ
市
民
学
抗
議

ブ

ん

も

増

加

加

し

て

い

ま

す

。

ヲ

レ

ジ

y

ト

に

培

、

お

会

葬

儀

り

る

も

の

と

品

物

や

サ

!

ピ

ス

を

時

購

入

す

る

}

も
の
と
が
あ
り
、

4
訟
は
品
物
や
ザ
ー
ピ
ス
を
鱗
Y

人
す
る
と
宰
の
ク
レ
ジ
ン
ト
に
つ
い
て
組
問
務
し
ま
す
o

ド
が
拙
問
え
る
も
の
?
す
が
も
利
絹
緩
い
山
内
3
!
ド
を
落
と
し
た
り
‘
綴
ま
れ
た
c
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一
主
主
主
Z
E
g
g
-
Z
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三
5
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芸
さ
一
忠
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÷
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=
芸
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至
E
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至
E
三
雲
遜
蓄
喜
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冨喜

5;
帯蓄

5冨喜延

か

か

わ

り

な

く

賢

一

事

主

演

し

営

悪

用

さ

れ

る
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草

刈

同

室

内

科

鋭

機

山

重

量

ヲ

レ

ジ

ッ

ト

の

穏

類

で

い

く

校

総

み

に

争

っ

て

い

ま

す

α

ウ
レ
ジ
ッ
ト
の
よ
祭
主
利
用
の
た
め
に
銀
銭
セ
ン
h
r
ー
か
ら

V
申
し
込
み
然
餓
セ
ン
タ
i
惜
(
肝
)

警

高

力

L
葉

、

サ

ー

ビ

ス

ク

レ

ジ

ッ

ト

的

主

主

i
Z作
る

ま

、

喜

の

童

精

神

簡

生

栂

談

2

1

3

3

ヘ

電

話

予

約

。

与

を

む

知

同
時
供
裁
者
が
代
余
の
後
払
い
を
絞
め
、
山
手
↑
花
に
お
金
が
な
い
と
き
や
、
商
品
縦
約
を
読
ん
料
、
、
乱
期
も
透
し
と
返
済
方
ら
せ
し
ま
す
む

後
日
、
泌
総
識
の
銀
行
民
総
か
ら
代
者
が
す
く
汝
し
い
と
き
に
級
王
る

6

日
法
、
手
数
創
刊
の
創
刊
帯
、
強
議
唐
数
や
持
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
限
れ
な
い
、
制
摘
が

を
品
別
印
刷
ナ
る
も
の

o

m

多
ω聞
の
現
晶
子
俊
一
持
た
な
い
?
す
む
。
典
な
ど
を
比
べ
て
選
ぷ
。
蚤
い
、
や
句
会
れ
が
お
き
な
い
、
身
体
的

簡
3
者
間
附
カ
ー
ド
カ
j
ド
会
役
{
綴
間
後
弘
い
や
分
判
例
払
い
が
で
き
る
。
川
山
闘
い
μ

附
刻
日
臨
(
シ
3
y
ピ
ン
グ
ク
レ
ジ
ド
い
は
終
常
が
な
い
が
ど
こ
と
な
く
ス
y

h灯
、
弟
、
昨
日
隊
、
品
開
校
系
)
が
、
紙
発
、
ザ
川
カ
!
"
p
で
熊
川
棋
に
現
A
h
b
品
市
り
る
こ
ァ
ト
)
絡
め
ま
す
る
と
容
は
、
ク
レ
ジ
キ
げ
し
な
い
自
然
柚
唯
一
ピ
ン
タ
ー
で
は
、

i
ど
ス
殺
惑
に
対
し
淡
演
者
に
代
わ
っ
と
が
?
き
る
c
y
ト
の
中
で
は
料
曲
患
が
一
番
鶏
い
こ
と
そ
ん
な
心
ぬ
切
み
を
持
っ
た
人
た
ち
の

古
代
金
を
宮
山
払
い
、
後
円
口
、
淡
裁
者
の
山
川
必
外
で
初
勝
で
き
る
カ
i
ド
も
あ
り
を
思
い
訪
し
、
約
款
を
よ
く
読
ん
で
か
た
め
に
綴
排
出
附
生
相
は
酬
の
内
部
日
を
開
い

銀
行
門
廷
か
ら
代
宇
佐
一
回
収
守
る
も
の
。
多
綴
の
竣
金
全
線
た
ず
に
制
誌
に
行
け
ら
に
す
る
。
ず
い
ま
す
。
心
的
好
ち
方
や
考
え
だ
ひ

支

払

い

ふ

刀

法

に

は

、

一

様

払

い

と

分

る

。

同

家

計

滋

ι、
毎
月
の
ク
レ
ジ
y
ト
め
と
っ
て
ず
い
ぶ
ん
変
わ
る
も
の
で
す
。

例
以
い
が
あ
り
ま
す
が
、
分
刻
払
い
の
ク
レ
ジ
ァ
ト
の
注
意
点
議
求
留
の
織
犯
総
点
、
返
淡
日
の
先
づ
け
ひ
と

η
戸
、
悩
ま
ず
気
軽
に
ど
利
用
く
だ

場
合
は
、
代
金
の
ほ
か
に
八
万
部
手
数
続
出
必
務
以
上
に
買
ル
刊
を
し
て
し
ま
降
三
記
入
、
預
金
遺
憾
の
そ
の
尽
の
後
ぷ
日
記
え
い
い
。

が
か
か
り
ま
ナ
c
た
だ
し
、
抑
制
立
の
特
に
胤
器
製
ヘ
ン
ョ

d
ン
グ
ク
レ

場
合
は
分
割
払
い
が
認
め
ん
竿
勺
れ
て
い
ま
ジ
ヌ
ト
H

で
は
、
悶
月
々
の
支
払
い
談
が

せ
A

o

h

y

な
い
と
い
う
セ
j
ル
ス
ト
;
ク
で
、
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ヵ
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は

「
常
明
日
同
開
援
伐
の
淡
務
員
」

(
4
7

ン
な
ん
か
が
:
ふ
と
議
そ
と
凡
さ
れ
る
が
、

ケ
イ
税
関
聞
社
宗
総
~
の
騒
人
的
践
で
、
そ
の
ま
(
お
り
カ
と
駁
盛
奇
策
校
内
A
M
案内凶

市
直
市
内
川
治
州
尚
凶
ロ
買
の
絞
殺
…
閉
刀
さ
ん
が
受
の
認
め
る
と
ご
ろ
。

欲

さ

れ

た

。

と

り

わ

け

宅

ご

自

分

?

も

訟

れ

縫

い

家
裁
の
数
料
成
を
詠
む
か
た
わ
ら
、
添
い
撚
の
一
つ
と
い
う
品
化
干
の
我
孫
子

消
防
閉
山
闘
と
し
て
防
災
泌
に
泊
年
。
中
火
災
的
将
、
火
の
紛
が
棒
い
蕊
ち
る

ニ
の
凶
閥
、
曲
芸
甚
な
知
議
と
経
騎
打
、
対
州
車
中
?
冷
日
貯
に
品
畑
地
押
を
ふ
る
い
、
滋
総
長

め
指
導
心
あ
ん
た
り
、
火
災
や
災
事
の
間
部
仲
間
ゑ

t
た
こ
と
は
あ
く
が
倦
さ
れ

rい

は
事
免
指
同
開
で
叩
刷
版
に
努
的
立
幼
境
か

認
め
ら
れ
、
A
F
M
悶
の
俊
樹
半
と
な
っ
介
、

開
明
利
回
ん
牛
、
我
孫
千
削
減
問
問
第
1
分

団
に
人
同
凶
。
そ
の
棟
、
分
団
長
、
万
引
由

時
部
長
巴
と
時
出
付
は
し
、
山
由
年
か
ら
削
比
較
的
約

S
一
一
即
夜
間
い
い
。
清
治
校
日
付
信
干
は
、
潟
市
内
の
望
台

J
…
段
、
務
総
を
ふ
現
と
て
、
も
ん
ろ
ん
線
御

行
一
撃
あ
る
。
重
量
伝
子
、
己
、

総
一
「
器
制
問
、
出
同
日
付
が
不
嶋
崎
な
頃
こ
設
労
必

Q
d

一

、し
μ
…
れ
た
~
先
援
や
即
日
を
の
川
州
民
間
な
と
、
功
繍

k
d
一
の
あ
る
舟
は
た
く
、
ち
ん
い
る
の
い
い
‘
日
払
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こ
の
火
災
を
教
訓
に
桐
組
問
削
年
山
田
仕
仰
油
衡

の
日
間
身
で
あ
る
成
問
問
問
凶
常
時
禍
紛
が
発
足

す
る
。
そ
れ
以
前
は
、
品
図
が
消
防
、

幼
災
の
伐
を
一
子
に
持
つ
と
い
介
も

「
私
が
入
聞
出
し
た
吋
同
年
当
時
、
M
W
N
闘
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一
段
約
印
人
へ
悶
叫
夜
は
収
入
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に
し
ろ
大
八
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時
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興
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土煩
っ
て
い
く
わ
け
?
す
ゑ
ら
人
予
が

必
要
、
絞
い
融
制
は
灯
併
殺
み
入
国
し
て

い
ま
し
た
」
そ
の
泌
仲
間
関
も
、
今
は

吾
り
お
T
T
小
践
に
山
憎
む
。

「
確
か
z
ド
本
識
を
持
ち
告
が
ら
二

足
の
つ
ラ
ジ
は
大
変
?
ナ
。
で
も
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
と
い
う
意
織

は
淡
し
て
失
い
た
く
告
い
?
?
ね
}

凶
の
戸
際
動
力
F

は
採
点
愛
と
。

削副閉山
H
R
C
し
て
の
任
務
手
ぷ
栄
一
年
3

月
ま
?
。
プ
」
れ
ま
明
、
倒
産
も
や
め

上
う
こ
患
い
乏
L
た
が
、
そ
の
た
び

に
添
市
制
さ
れ
結
い
均
今
日
ま
で
。
h
L

ぃ刀

し
ご
山
出
話
人
)
が
人
間
ず
る
年
頃

に
な
っ
た
の
で
、
ヤ
度
ご
そ
パ
ト
J

タ
y
i
ナ
し
た
い
c
一
と
み
巾
y
と
し
た
よ

う
に
詰
る
長
崎
湖
じ
も
一
伐
の
仙
併
し
さ

が
む
開
設
。

申
請
は
行
丹
幻
自
ま
で
に

事
A
1
E
m
奮
闘
側
へ
入
園
喜

情
燃
す
る
方
は
、
日
同
幻

R
(本
〉
午
後
4
時

ま
?
に
時
議
手
続
曹
を
し
て
く
だ
ぢ
い

2

来年4月1日iこ

入盟を籍聾する方

.fう

品たらしいともだち室長まれ

(予震あびこf畢苦苦闘)

vλ
醐
闘
の
甘
君
事
串
つ
ぎ
の
①
寸
対
ゆ
主

で
め
い
ず
れ
か
に
絞
申
書
し
噌
茅
陥
戸
沼
沌
常
貯

が
山
山
総
な
史
家

沼
市
時
総
が
京
{
陸
一
外
労
働

怨
母
校
が
京
峰
山
内
労
柚
酬

や
滋
鋭
が
い
A
U
い
京
市
桔

品
百
母
渡
部
的
経
a
街
路
引
を
ど

や
必
人
の
肴
綴
寺
ど

@
す
丸
絞
め
災
害
な
ど

な
お
、
災
労
者
は
1
け
5
時
間
、
付

加
U
H
?
滋
低
i
O
0時
間
以
上
持
続
労

が
必
要
で
ダ
コ
ま
た
す
都
府
山
閉
山
川
窓
が
記

入
以
上
い
る
湾
台
は
、

r刊
で
の
兇
室

内
入
湿
申
絡
が
必
要
で
ず
。

世
入
閣
で
き
る
年
齢
酎
市
立
係
樹
円
抽
出
は

8
か
行
川
上
、
4
門
付
1
門
口
に
等
給
い
が
巡

ν

で
い
な
い
民
家
に
つ
い
ど
も
申
立
謂
滋

は
史
的
し
ま
す
。

ド

(ガンカモ科)

ンオ

最
後
仙
料
品
セ
ン
チ
。
裁
は
位
、

8
本
で
は
制
調
白
河
で
を
や
や
~
に
山
間
同

除
、
黄
、
師
州
、
然
、
ん
は
レ
f
£
彩
な
の
湖
沼
や
戊
玄
似
の
よ
ど
み
な
ど
に

美
し
い
羽
色
?
、
衿
に
岡
地
色
め
銀
生
殺
す
る
カ
モ
で
す
。

点
品
単
形
約
測
が
日
立
ち
、
畿
は
地
争
資
沼
T
は
閥
的
利
泣
年
明
ま
で
、

宮
町
議
由
民
、
、

m
闘
の
ま
わ
り
と
一
変
必
然
郊
で
す
が
2
m
付
ぐ
ら
い

そ
れ
か
ら
後
五
に
の
び
る
{
け
い
す
ぷ
げ
し
で
き
て
い
ま
し
た
。
近
頃

じ
が
あ
っ
て
。
捻
に
見
繰
る
ヱ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
b
o

の
な
い
島
で
す

u

た
行
し
、

8
判
け
(
移
炎
、
木
H
リh
H…‘文、十一旦向精

か
ら
山
口
け
の
問
問
に
、
…
時
印
刷
般
も
数
先
)

師時
ι
ζ

問問じ判制
h

視
に
な
り
ま
す
ま

ね
脇
陣
ゆ
帯
地
沖
保
世
阿
〈
特
別
即
時
世
阿
)

長
鉄
保
育
に
欠
け
弔
受
義
務

が
可
徒
と
料
判
断
さ
れ
る
絞
殺
、
U
身品陣

宜
日
目
芯
畿
百
中
総
児
殺
は
M
U
7

す山花拠地肌閑

談
一
昨
の
制
判
滋
荷
受
け
、
制
判
定
書
を
山
中

。
護
休
明
け
係
官
阿
〈
特
別
保
管
一
級
険
制
に
添
付
し
て
く
ど
さ
い
わ

-
対
象
生
後
訪
日
円
以
上
8
か
月
未
帯
申
誘
方
法
人
関
取
締
哨
滋
は
同
花
道
京

翁

内

久

光

縫

滋

及

び

各

保

府

内

問

出

に

あ

η
ま
す
む
中
市

e
申
央
線
燦
帯
同
掴
市
交
努
探
育
苅
=
立
同
岡
山
門
帥
附
〔
緑
、
母
、
崎
北
台
、
厳
あ

市
立
持
制
北
会
開
柄
拘
旦
問
、
札
但
慾
愛
即
席
び
ご
.
同
協
戸
、
殺
木
、
っ
く
し
野
第
一
)

玄
関
、
総
斗
草
」
持
略
的
時
料
開
出
(
何
時
御
門
計
的
人
紛
巾
法
書
は
、
夜
後
匁
議
官
成
勝
議

磁
の
部
九
弘
、
叫
ん
臨
v

夜
中
山
山
孫
子
中
広
で
へ
提
出
z
w
で
く
だ
さ
い
。

河
川
ャ
作
山
明
け
保
柑
H
定
時
壊
す
る

H
も
ζ

V

閥
問
い
合
わ
せ
が
立
保
育
問
酬
は
児
童

漆
内
相
く
だ
さ
い
)
室
経
理
州
、
弘
主
保
育
明
測
は
各
同
時
脊
関
へ
。

型
函
副
長

川山…
M
N

一
泊
…
計

一
一
一
…
…
一

位
一
的
仙
一
市
出
一
郎

保育苦闘ー襲撃差是
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回初旬年11月18Bl在 事人口112.014人(+1.110人〉
〈対前年比〉 男56.1白人女55.911人

取也事惨rli33.978l!1ffl<+517tt1ffl) 
.市役所窓庁 85-1111 ・市民会館倒-3311
・つくし野支所 84ー民間・市民国・回 84-1110
・湖:lt台 支 所 88-0828 ・市民図S飽湖犯台分館 87-3055
・湖:lt 支所回一2111 ・市民国・館移魁図・館 87-09叩
・布佐交際 89-2358 ・申央公民館 82-0515
.敏宵鐙民会田-1151 ・a市銀適切拐所 85-1171
・水 道 府 84-0111 ・身体障8 6福祉包ンタ一回ー0141
・消 防 g 凹ー0119 ・つつ じ 涯 88-0123
・少年センタ-84-19∞・盆活B:lUIlO!(浄化伺)87 -2379 
.市史liiId Iv I! 85 -2481 コミ)87-∞15(し尿〉国一2547
・保健包ンター 87-1131

画ー(!)~
女性ガ外へ出て働く絹合や、往

会活IIJを電Fる8合巳ついての周勉

をとりあ1'18:した.身近ガ忽悶館

で?1ので、ぜひご毒事加下さい.

惨日開 11月辺自〈金〉午後1鴎30

分刀ら〈入8無関〉

~.Jl野市民会館

炉内8 ・I:IIlIIlr女位11往会巳出

るときJ 倒的笠原館予氏〈弁温士〉

$なのlet1o修練

炉室館録、市、叡宵霊民会

惨問い合わせ 従会事買宵限

惨日時竹月24日〈臼〉午後O随15

分 (~加賀3∞同〉

~.所市民会館太会鼠室ほか

惨内8 ・全体会 事分事司会(1幼

児期のゆと体、2いじめつ子いじめ

られつ号、3体罰と予ども、4Bl活と

子どもの生活、5忽ちこぼれと学力〉

惨主錨・問い合わt室 市叡荷主司~

娘会実行霊員会原因tr88-8106 

足の鹿からの健康法

一新しい人体節よりー

b日開 11月29白〈金〉午前10筒

~S所中央公民館〈入8照制〉

~DI師 股送大学事責綬〈医学問主〉

早沢弥一郎氏

炉主館・問い合わt主鍋人大学第

3期qsm笠コーラス郎大野2:r88

-9689 

闘麗麗麟霊園
惨目隠 11月24日(臼〉午前9鴎10

分から正午(雨天の8合午前ア鴎

に決定〉

砂鏡台湖北駅iSltL口前

炉内@去宕院芝原嫁位、古利

限、小抱の澄し、良御幸{取手市〉

~IWI!市史鼠さん空白文白鴎座

鴎師岡田~治氏ほか

~01lJ寅 2∞円〈資制代含む〉

惨定員 308 (先包闘)

惨申し込み・問い合わt主投獄予

の文化を守る会三谷包83-1077、

佐限8随一2450

少年栂袋鼠少年センター【額商窪田金内3
で包日・ RE!篭ö.::ma午前1蜘V~午後
49事【主目鼠正午)~で行ってL~l1.

~B9事 12月14巴、 1月刊目、 25

目、 2月 1目、 8白、 22日の5日

間〈いずれも主随巴の午鯵2鴎〉

~.所市民会館($tm犯包〉

修鈎象市内在住の小・申・局室

砂費用無制〈琴let悶怠してま?1)

b内8 笠図ini窃幽の初容がら

~申し込み・問い合わt主往復ハ

ガキに住所、氏名、年眠、a!岳醤

§を明肥し竹用20日までに高野山

142-31銘木提eifl82-3496ヘ

惨日時 11月30日〈主〉午後49者15

分から5鴎45分

~II所市民会館ホール

昌也@~

ママさんソフトボール uいるか

~宅rn でletBl貝を録集してい8:す。

惨練習自 火・金問日の午前9時30
分から正午

~S所湖北台グランド

b通信先湖北台7-10-102忠芭節

子宮87-∞67

機要議鱗織議欄
'目隠 12月1日〈日〉午前10鴎
~l8所田山台周年飽

俳対象 フラウ二一郎門 (61年度

小 1-3年生ft子68)、ジユ二戸

邸内 (61年度小4-6年笠女子〉

~$し込み・問い合わt主往復ハ

ガキlご住所・氏名、笠年同目、学

僚名、保恩省名、電路tI~を明犯

し、竹月20日〈消印有lUl)までに

向山台4・24-3中島允子宮82-0617

|田制醸滅膳撞劉
惨修史家叡 3か年〈金賀制〉

惨事事銭入貝 308 

炉原冨受m回初60年12月28聞
から昭和61~1 月20日〈月)8:での

午前99奇から午後4筒〈主路自の

午後およびB砲、祝日を除く〉

惨問い合わt主 〒2邸減田市飯田町

90-1成田赤十字む直砲門学筏

官加76-22-2311

ぁ vre 
毅育委員会開催

~'eM 刊月面白〈ニt)午前9碕
b・所 叙情侵員会会-

砂聞い合杉世銀宵窪田会総扇

風宮田・刊日

目、合奏団・ソリスト :m2・4田

町自の午後3閃から5筒

~8所日本塁白獄図我誠子製会

惨内8 パッJ¥の音獲を中Jωとし

と宗事&gj~のjfi~および鑑賞。合

唱団員(ソリスト含む)合炎団員

(~~盟、管楽路、健盤fttl)

修指軍事 指卸話作曲家野何~美氏

砂金寅月額10∞同〈入会金1卿向〉

惨問い合わt主山下t!88-1673

~.鍍期間 M司図昭和例年2月

8日鑓2回昭和61年3月11白まで

惨訓練期間昭和61~4月から 1

年間〈縫飯獲貝科のみ2年〉

惨事耳目 ビジネス叉包〈ワープロ〉

経理$務、電子機邸、彼侃殴図、

写日抱字、ミシン信E盟主よど17f.>113

~ll置銭科無料〈手当受信、寮育〉

'申し込み・問い合わt主〒187小
平市小11Ie:!i悶2-34-1rn京身体関"&

笥E茸盟問11股般2:r0423-41-1411 

簡額調御閥閥割
修貿信満20成以上35&'Uまでの宵

年男交で綬術・筏白Eを身につけた

I~@ともC健全主主人

修史踊郎円飽綜水産、加工、保

守録作、ヱ木建媛、保健衛生ほか

惨派遣期間 2年間〈派遣前311
用回目l隅) I tR隊61年7月申旬

IItR隊61年12月下旬

画圃(!t@

発達lこI邸配のある子どもの相麟

発遼脈問、発達を促111.'!めの箔潟
を行いま?1<湖北駅より送迎あり)

~B9害 11月25日〈月〉午前9鴎か

ら午後4筒〈予約制〉

~II所身体問l!J~祖ru:センター

惨対象児 0li1 1li1代で絹綿恋

動発遣にゆ配のある子

惨椙餓民筑波大学II1\Q陣l!J~学系

防毒5!1!l 泡因由紀江先笠

~$し込ゐ・問い合わt空身徳間

宮省福砲Iセンター倉88-0141へ

「固園園園園園園「
|クリスマス齢、ぐ砧ミ::J.-:J，叫 11
H rSJヤツクと豆@木.1

合年の5ぴつ子ワリスマスllJ@

let、議しいぬいぐるみミコージカ

ルで11
惨巴鴎 12月22日〈臼)1回目正午

2回目午後3鴎

惨鋼所市民会館*ール

惨入喝事耳 800円

炉室館 事費宵墨田会

砂問い合わtt往会事E宵段

惨入樋自単発宛所 ・平賀1!l2i市 ~t

ロひらガ$ダイエーJl孫予庖*ブ

ックススズキ$需主持B后$石IIID

光蛍車ポピー$十一座1!J2i事申央

公民館*~1!J1'l'e溜~t台分飽*市民

会館内宛后ひろガり車市民会館

あるお子さんの街肢を行いま写。

惨巴時 12月26日〈木〉午後1鴎か

ら2鴎〈受付〉

~符ちもの因子健康手帳

~II所・問い合わ世相保健所

抱市伯2552:r67-1255 

沼袋M収健務省の皆さんを対象

に、信号所得の年末周霊に関11る
手続き、;l;.定調8σ')A己m乃志の説

明を行いま'rJ。主~a;、当己悶紙ぞ

配布しZ主11。
~日時 12月3白〈火〉午後1鴎30

分から〈個人の同色@包芭有除ぐ)

~.所市民会館

"問い合わt主砲税fJj82:r46-2321

岡鵬鵬首闘機副
砂日時 11月21日〈本〉午後1鴎30

分から4鴎

~II所東包飾合同庁曾〈総戸市〉

惨受1:116 2∞8 (熊利)

炉内@ !J!S飾飽区明るい選惨縫

道大会および鼠iII

"問い合わttQ照司筋交1ラm務

ta!2:r0473 -61・2111(内線106)

b日時 12月7白〈主〉午後1鴎

~II所船偲申央公民館

~相殴費用僚制

惨浬錨先 千JIlt;J央主主f章E慎重軍所

信仰72-25-4567

~B鴎 11月26日〈火〉午前9筒30

分から午後3鴎お分〈正午から1

時までfet体惣〉

1鰯 11. 16 (6) 

ましだ。野鳥の声とともにどうぞ

むかし笛倉田戸α間

野鳥の声信回一1179

惨問い合わttNTTRf品子電信局

惨相殴白 $平日午前9時お分か

ら午後4鴎40分 $主由日(l;s2

主回目体ゐ〉正午まで

~II所台東区上野2 77上野第

一勧銀ピJし6階〈棺麟録制〉

惨問い合わt主 〈往〉日本煩密保険

協会上野自動車保険阻求抱股セン

タ-f!回目3-4650

..⑮@⑧ 
争須田菊江銀〈舟〉から往会祖担t施
股盤備塁金にと冨掲のE己念として

1 万同の望書{~11ありましだ.

争山辺笠志子繊〈つくし野〉から

ギャッジベッドのrJl511ありまし

足。

.干3量ヱil!我E高予分全般から褐祖t
の疋めにと住宅デー開催時に銀8:

つだ7弱O同の寄付ガありました。

争パチンコフラミンゴ織〈総戸〉

刀ら簡易マザーズ*ームひまわり

固に砂遊びセットとぬいぐるみの

寄1911ありましだ。

争我孫子ロータリクラブ僚からチ

ャリティショーの収益金のう5織

の益金ヘ30万同、手をつなぐ肢の

会ヘ55同の寄付11ありました。

.R孫予市銀化縫遂箇力会から般

のE金ヘ10万円の窃mおよび悶基

金の股2を配怠して市役所主主関前

lこツゲの抱樹ガ行われました.

炉問い合わt主 厚 生 探

I Jl6:t 1"'1'fI'08 

明 17(@¥藷罷輯輪B環器官…

昼間月I~霧器量商工会館 9:∞叩

議 19*1叩棚=市民側

2~]hJ< 1 時間一一室 1恥∞

2Jl本|時銅版=市民側室 1ル 1

震
救
句
織
機

22金

23~1謁蟻弘鋸詑畑町:品12な
24(@1調灘高議論蜘f眠銅山:∞

25月|落盤整議開:精髄
26判明部民間 9:…
27水123Rgz笠35許税制5:00

司、 I17:pl11コーJレ凪凪臥蜜=天王白白年飽 13:30
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